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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第７部門第４区分
【発行日】平成23年9月22日(2011.9.22)

【公開番号】特開2011-155760(P2011-155760A)
【公開日】平成23年8月11日(2011.8.11)
【年通号数】公開・登録公報2011-032
【出願番号】特願2010-15216(P2010-15216)
【国際特許分類】
   Ｈ０２Ｎ   2/00     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｈ０２Ｎ   2/00    　　　Ｂ

【手続補正書】
【提出日】平成23年6月27日(2011.6.27)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　屈曲振動と伸縮振動をそれぞれ独立して励振するため、屈曲振動を励振する電極と伸縮
振動を励振する電極を別々に設けた超音波モータ用振動子であって、前記屈曲振動を励振
する電極が、屈曲固有振動モードの歪みが所定の値以上となる領域に前記電極の外形曲線
部が前記歪みの等高線上に略沿うように配置したことを特徴とする超音波モータ用振動子
。
【請求項２】
　前記屈曲振動を励振する電極の面積が、前記圧電振動素子の全面積の１５％以上、４０
％以下である請求項１に記載の超音波モータ用振動子。
【請求項３】
　前記伸縮振動を励振する電極が、伸縮固有振動モードの歪みが所定の値以上となる領域
に前記電極の外形曲線部が歪みの等高線上に略沿うように配置されている請求項１に記載
の超音波モータ用振動子。
【請求項４】
　前記伸縮振動を励振する電極の面積が、前記圧電振動素子の全面積の１５％以上、４５
％以下である請求項３に記載の超音波モータ用振動子。
【請求項５】
　前記屈曲振動を屈曲２次振動、前記伸縮振動を伸縮１次振動とした請求項１に記載の超
音波モータ用振動子。
【請求項６】
　前記屈曲振動用電極と前記伸縮振動用電極が干渉する場合には、その干渉する箇所で前
記屈曲振動用電極または前記伸縮振動用電極のいずれか一方の電極が、その外形曲線部が
歪みの等高線上に略沿うように配置され、他方の電極が前記一方の電極の外形部分との間
に隙間を形成して配置され、両電極間が絶縁されている請求項１～５のいずれかに記載の
超音波モータ用振動子。
【請求項７】
　前記屈曲固有振動モードの歪みが所定の値以上となる領域が、屈曲振動用の電極面積が
振動子の全面積に対して４０％のときに、前記歪みの値が歪みの最大値を１で正規化して
０．２３以上の領域であり、屈曲振動用の電極面積が前記振動子の全面積に対して１５％
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のときに、０．４７以上の領域である請求項１または２に記載の超音波モータ用振動子。
【請求項８】
　前記伸縮固有振動モードの歪みが所定の値以上となる領域が、伸縮振動用の電極面積が
振動子の全面積に対して４５％のときに、前記歪みの値が歪みの最大値を１で正規化して
０．７５以上の領域であり、前記伸縮振動用の電極面積が前記振動子の全面積に対して１
５％のときに、０．９５以上の領域である請求項３または４に記載の超音波モータ用振動
子。
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